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免責事項

• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、記載され
た内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは予告な
く行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布される
ようお願いいたします。二次利用される場合、弊社はその成果物に対して責任を負い
ません。
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目的

本資料で自習もしくはハンズオントレーニングを受講すると、以下が可能
となります。

• Backup Exec のバックアップデータの保存先として、ディスクストレージ
を作成できるようになります。

• 作成時に必要な各種設定項目がわかります。

• 上記により、お客様への製品販売時の作業が実施可能となり ます。
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■ハンズオン環境の場合
以降は、事前に講師から指示された仮想マシン上で作業を実施します。
以下を確認して作業を進めてください。
・仮想マシン名
・アカウント
・パスワード

■自習の場合
以降は、記述内容を適宜自習環境の情報と読み替えて作業を実施してください。
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1/12 設定ウィザードの起動

Backup Exec の GUI を起動
し「ストレージ」のタブに移動
します。

「ストレージを設定」をクリッ
クします。
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2/12 ストレージの種類の選択

「ストレージを設定」ウィザー
ドが表示されます。

「ディスクベースのストレー
ジ」を選択します。

「次へ」をクリックします。



7

3/12 ディスクベースのストレージの種類の選択

設定するディスクベースの
ストレージの種類を指定す
る画面が表示されます。

「ディスクストレージ」を選択
します。

「次へ」をクリックします。
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4/12 ディスクストレージの名称設定

ディスクストレージデバイス
に使用する名前と説明を指
定する画面が表示されます。

ハンズオンではデフォルト値
のまま「次へ」をクリックしま
す。

実際の導入時は、利用目的
がわかる名称にする、など
の工夫をすると、運用上管
理しやすくなります。

ストレージを複数作成する
際は、先頭に英数字を設定
し、ASCII順に意図した順番
に表示できるようにするとわ
かりやすいです。ストレージ名の参考例)

STG01-fileserver ファイルサーバ用ストレージ 1番目に表示
STG02-SQLServer SQLServer用ストレージ 2番目に表示
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5/12 作成場所の設定

ディスクストレージデバイス
の作成場所を指定する画面
が表示されます。

バックアップ先のボリューム
を選択します。

「次へ」をクリックします。

今回のハンズオンでは、「E:
ドライブ」を選択します。

※)「ネットワーク共有」で設定する場
合、インストール時に設定した
Backup Execのサービスアカウント
が、その共有に対してアクセス権を
持っている必要があります。

・ローカルディスクをバックアップ先に設定する場合
ドライブ単位での指定(1ドライブ上に、1つのディスクストレージを作成可能)

・バックアップ先にNASを設定する場合
共有フォルダをUNCパスで指定(１つの共有上に複数のディスクストレージ
を作成する場合は、サブフォルダを作成し、そこを指定して作成する)
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6/12 同時並行処理数の設定

ディスクストレージデバイス
に対する同時並行処理数を
指定する画面が表示されま
す。

同時に実行可能なジョブ数
を設定します。

「次へ」をクリックして進めま
す。

今回のハンズオンでは、ディ
フォルト値のままで、進めま
す。

同時並行処理数は、以下の点に注意して決定します。
大きすぎる値の設定は、パフォーマンスの低下につながります。
・ストレージデバイス側のディスクI/O能力
・バックアップ対象サーバ側のデータ送信能力

(ディスクI/O、CPU負荷、ネットワーク)
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7/12 設定概要の確認

ストレージ設定の概略が表
示されます。

内容を確認の上、「完了」を
クリックします。

次にインフォメーションのメッ
セージが表示されます。

これも「OK」をクリックして閉
じます。
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8/12 作成されたデバイスの確認

ストレージタブに「ディスクス
トレージ0001」が作成されて
いることを確認します。

表示されているストレージの
名前をダブルクリックします。
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9/12 ストレージのプロパティ その１

作成されたディスクストレー
ジの詳細情報は、詳細画面
内の「プロパティ」で確認で
きます。

※)ディスクストレージ上に作成され
る、バックアップデータを格納する
ファイル(拡張子BKF)の最大サイズ
のディフォルト値は、50GBになって
います。バックアップ対象データ量が
多い場合は、この際サイズを超えた
ときに自動的に複数のBKFファイル
が作成されます。
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10/12 ストレージのプロパティ その２

引き続きプロパティ情報です。

「ブロックサイズとバッファサ
イズを自動検出」は、パ
フォーマンスに大きな影響を
与える個所です。設定変更
時にはご注意ください。

自動検出が「無効」の場合、
各サイズの値を調整できま
す。
注) 昨今のHW性能だと、小さすぎる
値はパフォーマンスの低下につなが
ります。

確認後、「すべてのストレー
ジ」をクリックし、元のタブに
戻ります。

設定内容を変更した場合は、
「適用」をクリックします。
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11/12 デバイス作成ジョブの確認

ジョブモニターで、デバイス
の作成ジョブが成功してい
ることを確認します。

ジョブ履歴に表示されている
行をダブルクリックすると、
ジョブログを確認できます。
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12/12 ディスクストレージの実体 その１

ディスクストレージを作成し
たディスクを、エクスプロー
ラーで表示します。

ハンズオンでは、E:ドライブ
を確認します。

バックアップデータの実体を
格納するフォルダ「BEData」
が見えます。BKFファイルは
この中に作成されます。
「BEControl」フォルダは隠し
フォルダです。この2つの
フォルダが、ディスクスト
レージの実体です。

※)弊社サポートからの指示が無い
限り、これらのフォルダ内のファイル
は直接操作不可。公開されている技
術情報(Technoteなど)による操作は
除く
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